
 

朝日地区の目指すべき施策の方向性について 

 

 

 

１.資料の説明 

 （１）「具体的事象の検討シート」一覧表 

     各委員から提出いただいた「具体的事象検討シート」を転記したものです。 

 

 （２）日常生活の課題整理シート 

 「具体的事象検討シート」のご意見を基に、事務局で①具体的事象、②課題、

③解決するための方向性を検討し記載しました。 

 

 

 

２.審議いただく事項 

  （１）「日常生活の課題整理シート」の内容の確認 

  （２）提言書に記載する「課題」の候補を項目ごとに２点程度に絞り込む 

  （３）絞り込んだ「課題」に優先順位をつける 

 

 

 

３.第４回地域審議会の内容（平成 28年１月予定） 

   今回の審議内容に基づき事務局で作成する提言書（案）の審議    
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「具体的事象の検討シート」一覧表 

項目 （１）子育て 

 

委員氏名 内       容 

 

・乳幼児が遊べる施設の拡充 

・子供医療費助成制度の拡充 

・放課後子ども教室と学童保育の充実整備 

 
・若い母親等が集える場所 

・放課後子ども教室や学童保育所の拡大 

 
・「じじ」、「ばば」世代の子育て参画 

・「ママ友」の悩み共有し合える場がない 

 
・幼児の医療費無料化 

・保育園の無料化 

 

・子どもを産み育て、生活していくためには働く場と収入が必要です。企業誘致も必要

なのではないでしょうか 

・第３子以降に出産祝い金を支給する 

・保育園の無料化 

・児童手当の増額等の経済的支援 

 
・子どもが尐なくなってきている 

・限界集落の危機を感じ、配偶者対策が必要 

 ・子どもが安心して遊べる公園が尐ない 

 ・保育施設の充実及び混合保育の解消（保育園の統合も視野に入れるべきではないか） 

 

・広々とした公園の創生をして地域の活性化につなげたらどうでしょうか。健康志向の

人が増えている現代、四季折々の花が咲く公園でのウォーキング、また、子供たちが遊

べるアスレチックや大きな滑り台、ブランコ等があり、かけっこも思いっきりできる広

い公園、木陰で休むことができ、突然の雨にも対応できる屋根付きの休憩所があったり、

冬場はスノートレッキング等のイベントも行ったりして、地元の人達だけでなく県内外

からも遊びに来るような魅力ある公園にすれば地域の活性化にもつながると思います。

近くで飲食ができる場所、みどりの里と隣接していることにより経済効果も期待できる

と思います。ちなみに国営越後丘陵公園のイメージです。 

 ・保育料金の低減 

 

・安全な遊具が設置されている公園や遊び場がない 

・子どもが尐ない 

・せっかく嫁に来てもすぐに出て行ってしまう人がいる。また、嫁いでも出戻る話をよ

く聞く 

・小さいころからもっと様々なスポーツが気軽にできる環境がほしい 

・スマホ片手にベビーカーを引くパパを見たことがある。 

 ・土日子どもを預ける場所がない 

 



「具体的事象の検討シート」一覧表 

項目 （２）買い物 

 

委員氏名 内       容 

 ・買い物弱者対策のための移動販売や配送サービスの充実 

 ・買い物弱者への対応 

 
・高齢者集落への移動販売を強化でないか 

・市街地への買い物の足代わりはできないか 

 
・電話注文配達店舗の促進 

・買い物バスの無料化 

 ・高齢者世帯や一人暮らし老人に弁当や食材、日用品の移動販売や宅配サービスを行う 

 ・集落内にある商店が高齢化と後継者がいないため存続の危機にある 

 ・特に辺地集落で店舗がなくなり、高齢者などの買い物が不便になっている 

 ・食品移動販売業者への支援（買い物弱者への支援） 

 

・高齢者の買い物、特に冬場の買い物が困難とのことです。日用品、トイレットペーパ

ー、ティッシュペーパー等、食品はもちろんのこと、移動販売があればいいという声が

あります 

 

・現在、弁当や惣菜等の商品を定期的に移動販売している業者の事業を拡大し商店のな

い集落への移動販売、マイクロバス導入により月に数回店舗まで送迎する 

・平成５年ころまで JAが行っていた移動販売車を進化復活させ Aマートとタイアップ

し定期的に食材の販売や生活に必要必需品の注文を受け付ける 

 

・商店が尐ない 

・スポーツ用品店がほしい 

・体育館近くにコンビニが欲しい 

 ・日常の買い物が高齢者家庭で大変 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「具体的事象の検討シート」一覧表 

項目 （３）交通 

 

委員氏名 内       容 

 ・「村上市地域公共交通総合連携計画」の検証と利用促進 

 ・乗り合いタクシーへの助成拡充 

 
・路線バスの有効利用はないか 

・乗り合いバス、タクシーの手立てはないか 

 
・通院無料バスの運行 

・買い物バスの無料化 

 ・まちなか巡回バスは大変便利なので継続する 

 ・路線バスの本数が尐なく、料金が高い 

 
・公共交通体系の整備（まちなか巡回バス等は整備されているが、朝日地区は国道７号

沿線を除くと寂しい状況にある） 

 

・規制緩和で「ライドシェア（相乗り）」が可能となったならば、高齢者を対象に朝日

地区で「お助け運転組合」を立ち上げ、運転員を学区単位で数名配置し、電話依頼によ

り送迎する 

 
・交通の便が悪い 

・学校まで送迎する保護者が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「具体的事象の検討シート」一覧表 

項目 （４）教育 

 

委員氏名 内       容 

 

・「地域の子供を地域みんなで育てる」の実現のための推進 

・奨学金制度の継続 

・キャリア・スタートウィーク事業の継続 

・ネット犯罪対策 

 

・教育レベルの底上げ 

・地元産業の後継者育成も視野に入れた教育 

・スポーツ環境の整備、一流アスリートの育成 

 
・保育所、小学校の人員不足により統合するのではなく、尐人数を逆手に取った取り組み、

教育方法はないか 

 
・高校卒業までの就学費援助 

・学校教育への地域支援者増加促進 

 ・「私のできること」（人材活用バンク）作成し、講習会の開催及び講師派遣をする。 

 
・小学校の統合整備（児童数の減尐で団体競技も不可能な状況にあり）（統合により地域の

核がなくなる寂しさもあるが） 

 
・小学校では地元の職場見学を行っており、故郷や社会を知ることができ、大変良いこと

と思うので継続してもらいたい 

 

・運動会が寂しい（子どもがすくない） 

・子どもが尐ないせいか、競争心が乏しい 

・子どもがあいさつしない（学校やまち協の活動で「あいさつ運動」をしているが、結び

ついていないのではないか） 

・情報端末機使用が低年齢化 

 

・土日、部活等の送迎の親の負担が大きい 

・大学進学にかかる親の負担が大きい 

・家以外で勉強する場所がない（図書館などへの送迎必要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「具体的事象の検討シート」一覧表 

項目 （５）行政 

 

委員氏名 内       容 

 ・職員数削減による弊害が見受けられるので検討する必要がある 

 ・企画能力を持った職員の育成 

 
・支所や小学校等の公共施設の空き部屋の地域団体への無料貸し出しの促進 

・地域の声を活かすための定期的なアンケートの促進 

 ・支所機能の充実（利便性の向上） 

 
・縦割り行政を解消に導くように「情報の共有」をしてほしい 

・地域の事業が多すぎる（各種団体役員が重複し、疲弊している） 

 
・支所権限が尐なすぎる 

・支所に空きスペースが多くある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「具体的事象の検討シート」一覧表 

項目 （６）その他 

 

委員氏名 内       容 

 
・「道の駅朝日」拡充構想とモデル箇所選定に向けた取り組みで活性化を図るチャンス

だ 

 

・「あさひまつり」の復活 

・まちづくり推進のため、リーダーとなる団体や人材の育成 

・なんといっても、雇用の場の確保 

 

・ぶどうスキー場や縄文の里等の市が運営する施設は黒字に向けた努力が必要（富山市

が行っているような、祖父母と孫がペアだと入場料が無料になるなどの大胆な施策が必

要） 

・各まち協に対する、有効な事案、事業には特別枠的な追加支援を行う 

 

・高齢者が協力し合いながら地域で気持ち良く働ける場の確保 

・若者の働ける場（工場、事業所等）の確保 

・地域で健康促進の機会の増加 

 

・高齢者世帯に対する除雪や雪下ろしの支援 

・朝日みどりの里の周辺を整備する。（野外ステージ、駐車場） 

・またぎの家を利用しての「農家レストラン」の開業 

・観光資源の整備を進め、観光振興を図る 

・産業開発や、教育・生涯学習等に取り組む団体・個人に支援する 

・休耕地の利用促進を都会に向けて PRする。 

 
・みどりの里の再開発が必要（駐車場増設、レイアウト見直し） 

・朝日地域一体としての活性化が必要（あさひまつり） 

 

・農業の振興（特に畑作物への助成及び就農支援） 

・中山間農業の支援（国基準以下の市独自の基準で支援） 

・観光資源の充実（鶴岡市と連携した鳴海金山の整備） 

・県道 349号（県道鶴岡村上線）の鶴岡市と連携した拡充整備（観光資源の振興にもつ

ながる） 

 
・現在、バラバラに PR しているブランド品目（岩船米、村上牛、村上茶、鮭、ユリ、

各種野菜等）を統一して村上ブランドとして PRし相乗効果で名声を高めたい 

 

・近所や親せき関係との付き合いが難しい（大切なのはわかる） 

・風向きによって養鶏場？の匂いがひどい 

・高齢者の高速道路利用が非常に危険 

 

・空き家の増加により、集落景観が悪くなっている 

・農林業就労者が高齢化している 

・有害鳥獣被害が深刻化している 

 



（2）買い物 朝日地区

①具体的事象 ②課題 ③解決するための方向性 ④提言書の記載内容

１．集落内の商店がなくなった １．買い物弱者問題の深刻化 １．（1）移動販売業者への支援

２．高齢化により買い物が困難になった 　  （2）商店への送迎支援

　  （3）日用品の宅配サービス業者の支援

    （4）商業施設行きの公共交通の充実

３．学校で使用するものも近くで買えない ２．地域内店舗の減少 ２．（1）生活必需品等を扱う集落内店舗への支援

日常生活の課題整理シート
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（３）交通 朝日地区

①具体的事象 ②課題 ③解決するための方向性 ④提言書の記載内容

１．高齢者の交通手段が不便 １．交通手段の確保が困難になっている １．（1）乗り合いタクシーへの助成充実

２．学生の交通手段が不便 　  （2）買い物目的の乗り合いバス

　  （3）日用品の宅配サービスの支援

    （4）商業施設行きの公共交通の充実

　  （5）乗り合いバス学割制度の延長

　  （6）ライドシェア（営業車以外での有償相乗り）

　　を行う運転者組織の支援（規制緩和後）

日常生活の課題整理シート
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（４）教育 朝日地区

①具体的事象 ②課題 ③解決するための方向性 ④提言書の記載内容

１．教育費の経済的負担が大きい １．教育費の経済的負担が大きい １．（1）奨学金制度の拡充

　  （2）高校卒業までの就学費援助

２．教育レベルの低迷 ２．教育レベルの低迷 ２．（1）少人数学級の推進

３．子どもが少なくなってきた ３．児童数・生徒数減少への対応が急務 ３．（1）小学校の統合整備

４．地元産業に従業する子どもが少ない。 ４．子どもと地域との連帯感が希薄 ４．（1）キャリア・スタート・ウィーク事業の継続

５．子どものあいさつが少ない 　　（2）地域住民による職業体験教室等の実施促進

　　（3）地域住民による学校支援の促進

６．ネット犯罪が心配 ５．ネット犯罪被害の危険 ５．(1)ネット（スマホ）利用に関する講習会の開催

７．家以外で勉強する場がない ６．図書館など教育施設への交通が不便 ６．(1)図書館への送迎バスの新設

日常生活の課題整理シート
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（５）行政 朝日地区

①具体的事象 ②課題 ③解決するための方向性 ④提言書の記載内容

１．職員数減少によるサービスの停滞 １．職員数減少によるサービスの停滞 １．（1）職員適正配置の推進

２．企画力の向上が必要 ２．企画力の向上が必要 ２．（1）職員研修の推進

３．地域の声が届きにくい ３．地域の声が届きにくい ３．(1)地域の声を反映する定期的なアンケートの

　　　 実施

４．支所で用事が完結しない（支所権限が少ない） ４．支所機能の低下 ４．（1）職員の適正配置による支所機能の充実

５．縦割り行政を感じる ５．縦割り行政を感じる ５．（1）ミーティング、パソコンを利用しての情報共有

　　　　化推進

６．空き施設（部屋）が多い ６．空き施設（部屋）が多い ６．（1）空き部屋、空き施設の地域団体等の利用促

　　　　進

７．各種団体ごとに事業が多く、役員が重複し疲弊 ７．地域活動に参画する人が少ない、イベントが ７．（1）地域活動参画への周知活動・講習会の推進

　　重複   　（2）関係団体による事業の調整・整理

日常生活の課題整理シート
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（６）その他 朝日地区

①具体的事象 ②課題 ③解決するための方向性 ④提言書の記載内容

１．就業の場が少ない １．就業の場が少ない １．（1）企業誘致の推進

２．農林水産業の低迷 ２．農林水産業の低迷 ２．（1）作物等への助成及び就農支援

　　（2）中山間農業への支援

　　（3）休耕地の有効利用促進

　　（4）「村上ブランド」の創設

　　（5）地域おこし協力隊等による農業者支援

　　（6）電気柵等による有害鳥獣対策の推進

３．観光の低迷 ３．観光の低迷 ３．（1）ぶどうスキー場、縄文の里等の経営改善

　　（2）みどりの里周辺の再開発

　  （3）鳴海金山の整備

　  （4）県道鶴岡村上線の整備促進

４．地域の盛り上がりの低迷 ４．地域の盛り上がりの低迷 ４．（1）「（仮称）あさひまつり」の実施

　　（2）まちづくり推進のリーダーの育成

     (3)特に有効な事業を行うまち協に対して)地域

　　まちづくり交付金の割り増し

５．健康促進事業の減少 ５．健康促進事業の減少 ５．(1)地域で取り組む健康促進事業の推進

６．悪臭がひどい ６．悪臭がひどい ６．(1)畜産業者への適切な指導による悪臭公害

　　への迅速な対応　

７．近所・親戚との付き合いが難しい ７．近所・親戚との付き合いが難しい ７．(1)まち協、集落公民館等による世代間交流

　　　の促進

８．高齢者の高速道路運転が危険 ８．高齢者の高速道路運転が危険 ８．(1)高齢者を対象とした運転教室の実施

９．空き家の増加による景観の悪化 ９．空き家の増加による景観の悪化 ９．（1）空き家バンク利用の推進

　　（2）空き家所有者の理解浸透を図る

日常生活の課題整理シート
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